
決まり手：抜き

着順 艇番 選手名 支部 タイム 進入 ST

1 ② 吉田  一心 大阪 1.52.9 1 28

2 ③ 鈴木  柊介 静岡 1.55.7 2 23

3 ① 宮崎心之介 埼玉 1.57.0 6 10

4 ⑤ 木山  大聖 岡山 1.57.9 4 19

5 ⑥ 諏訪  玲奈 岡山 5 16

6 ④ 山下  心一 福岡 3 22

　
第
１
３
５
期
選
手
養
成
員
修
了
記
念

競
走
及
び
修
了
式
が
９
月
20
日
、
ボ
ー

ト
レ
ー
サ
ー
養
成
所
で
行
わ
れ
た
。

　
注
目
の
養
成
所
チ
ャ
ン
プ
決
定
戦
、

リ
ー
グ
戦
勝
率
８
・
37
、
５
優
出
３
優

勝
と
ダ
ン
ト
ツ
の
成
績
を
収
め
た
１
号

艇
の
宮
崎
心
之
介（
埼
玉
）が
展
示
・
本

番
と
も
に
大
外
を
主
張
。
代
わ
っ
て
２

号
艇
の
吉
田
一
心（
大
阪
）が
イ
ン
に
入

り
、
並
び
は
２
３
４
／
５
６
１
。

　
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
ト
を
決
め
た
の
は
宮

崎
。
前
日
に
「
ス
タ
ー
ト
は
自
信
あ
り

ま
す
！
　
大
外
か
ら
全
速
で
ま
く
り
ま

す
」
の
言
葉
通
り
、
コ
ン
マ
10
の
良
い

ス
タ
ー
ト
は
決
め
ら
れ
た
が
、
そ
こ
か

ら
伸
び
て
い
か
な
い
。

　
そ
の
間
に
吉
田
が
逃
げ
を
打
ち
、
２

コ
ー
ス
か
ら
鈴
木
柊
介
が
差
す
展
開
。

バ
ッ
ク
で
は
両
者
の
一
騎
打
ち
と
な

5R　養成所チャンプ決定戦 り
、
迎
え
た
２
マ
ー
ク
、
吉
田
が
全
速

戦
を
打
つ
と
艇
が
暴
れ
た
。
し
か
し
鈴

木
も
吉
田
の
引
き
波
に
乗
っ
て
ス
ピ
ー

ド
が
乗
ら
ず
、
吉
田
が
後
続
を
突
き
放

し
て
チ
ャ
ン
プ
に
輝
い
た
。

　
吉
田
一
心
「
最
高
に
気
持
ち
が
い
い

で
す
。
コ
ー
ス
が
イ
ン
に
な
っ
た
の
で

自
分
の
タ
ー
ン
を
し
よ
う
と
思
っ
て
。

２
マ
ー
ク
は
艇
が
暴
れ
た
け
ど
、
内
を

見
た
ら
誰
も
い
な
く
て『
や
っ
た
』と
思

い
ま
し
た
。
大
阪
の
先
輩
で
あ
る
石
本

裕
武
選
手
を
尊
敬
し
て
い
ま
す
。
文
武

両
道
の
石
本
選
手
を
目
指
し
て
頑
張
り

た
い
で
す
」。

■1号艇ながら大外に出た宮崎心之介

選手養成員修了記念 ＠ボートレーサー養成所

も
つ
れ
る
先
頭
争
い
は
２
マ
ー
ク
全
速
戦
で
決
着

大
阪
の
吉
田
一
心
が
１
３
５
期
チ
ャ
ン
プ
に

養成所チャンプ決定戦の進入
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決まり手：逃げ 決まり手：逃げ 決まり手：逃げ 決まり手：差し

着順艇番 選手名 支部 タイム 進入 ST

1 ① 惠良　琴美 福岡 1.54.0 1 26

2 ⑥ 高橋　涼夏 群馬 1.55.2 6 17

3 ② 戸田海咲音 山口 1.57.8 2 06

4 ④ 赤松　咲香 徳島 1.59.4 4 23

5 ③ 日隈　　茜 福岡 3 13

6 ⑤ 野田　亜湖 徳島 5 15

着順艇番 選手名 支部 タイム 進入 ST

1 ① 八戸　琉楓 長崎 1.51.9 1 27

2 ② 中村　　楓 三重 1.56.7 2 30

3 ④ 米玉利大悟 兵庫 1.58.8 4 04

4 ⑤ 早川　颯太 東京 1.59.3 5 09

5 ③ 金子　怜央 群馬 3 28

6 ⑥ 山本　凱立 広島 6 14

着順艇番 選手名 支部 タイム 進入 ST

1 ① 岡崎　凪汰 長崎 2.05.3 1 15

2 ② 鈴木結平太 静岡 2.07.2 2 12

3 ⑥ 廣部　大明 滋賀 2.11.0 6 20

4 ③ 石村日奈那 東京 2.13.2 3 04

失 ⑤ 佐野　優都 徳島 5 02

F ④ 塩嶋　泰空 福井 4 +01

着順艇番 選手名 支部 タイム 進入 ST

1 ④ 有山　　望 大阪 1.51.1 4 03

2 ③ 鳥居塚嶺王 群馬 1.53.6 3 10

3 ① 庄島　潤成 山口 1.55.4 1 18

4 ② 赤松　咲香 徳島 1.57.6 2 28

5 ⑤ 上岡　巧汰 広島 5 04

6 ⑥ 出穂　和鼓 山口 6 05

1R　オールレディース戦 2R　ヤングVSシニア対抗戦 3R　全国対抗戦 4R　養成所チャンプシリーズ戦

　
大
阪
支
部
か
ら
の
養
成
所
チ
ャ
ン
プ

は
14
人
目
で
、
１
２
０
期
の
馬
野
燿
以

来
。
原
田
富
士
男
実
技
教
官
は
「
吉
田

一
心
は
後
半
一
気
に
伸
び
ま
し
た
。
背

が
高
い
子
な
ん
で
す
け
ど
、
乗
艇
姿
勢

が
イ
マ
イ
チ
で
。
そ
れ
を
い
じ
っ
た
ら

結
果
が
出
だ
し
て
。
選
手
招
聘
で
指
導

し
た
選
手
か
ら
も
、
旋
回
が
き
れ
い
な

の
は
吉
田
と
太
鼓
判
を
押
さ
れ
て
い
ま

し
た
」と
評
価
す
る
。

　
こ
の
１
３
５
期
を
渡
邊
悟
主
任
教
官

に
総
括
し
て
も
ら
っ
た
。「
ハ
ッ
キ
リ

言
っ
て
し
ま
え
ば
、
期
全
体
の
レ
ベ
ル

は
低
い
で
す
。
そ
ん
な
中
、
こ
の
期

を
牽
引
し
た
の
が
宮
崎
心
之
介
で
す
。

元
々
１
３
４
期
で
し
た
が
、
訓
練
中
に

ケ
ガ
を
し
て
１
３
５
期
に
編
入
し
て
き

ま
し
た
。
宮
崎
を
追
い
か
け
て
期
全
体

が
底
上
げ
さ
れ
た
感
が
あ
り
ま
す
」。

　
そ
の
宮
崎
、
１
号
艇
な
が
ら
６
コ
ー

ス
に
出
た
の
は
、
原
田
教
官
と
話
し
合

い
で
決
め
た
こ
と
だ
と
い
う
。「
宮
崎

は
序
盤
か
ら
リ
ー
グ
戦
を
勝
ち
ま
く
り

ま
し
た
。
あ
ま
り
に
勝
つ
の
で
３
戦
目

以
降
は
ダ
ッ
シ
ュ
の
み
。
さ
ら
に
５
・

６
コ
ー
ス
の
み
と
縛
り
を
設
け
ま
し

た
。
過
去
に
こ
れ
を
や
っ
た
の
は
、
石

本
裕
武
や
石
渡
翔
一
郎
く
ら
い
。
で
、

チ
ャ
ン
プ
決
定
戦
も
本
人
と
話
し
合
っ

て
、
大
外
か
ら
行
く
こ
と
に
し
た
の
で

す
」。
こ
れ
こ
そ
宮
崎
に
対
す
る
期
待

の
表
れ
。
デ
ビ
ュ
ー
後
の
出
世
は
早
そ

う
だ
。

　
優
出
メ
ン
バ
ー
以
外
で
両
教
官
が
イ

チ
押
し
す
る
の
は
佐
野
優
都
（
徳
島
）。

「
独
自
の
発
想
と
い
う
か
、
ひ
ら
め
き

が
あ
る
。
元
選
手
の
目
線
で
言
う
と
、

こ
う
い
う
子
が
将
来
稼
ぐ
の
か
な
と
。

い
い
先
輩
と
出
会
っ
て
、
き
っ
ち
り
自

分（
体
重
）を
管
理
で
き
れ
ば
、
も
し
か

し
た
ら
一
番
化
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
」と
原
田
教
官
。

　
１
３
５
期
生
29
人（
う
ち
女
子
９
人
）

は
11
月
に
全
国
各
地
で
デ
ビ
ュ
ー
す

る
。
彼
ら
が
今
後
ど
の
よ
う
な
成
長
を

見
せ
て
く
れ
る
か
楽
し
み
だ
。

■元選手の原田富士男実技教官

■教官イチ押しの佐野優都

■女子は9人。年長組の教官評価が高い ■高橋涼夏と恵良琴美

■金子猛志・怜央親子。表情がソックリ！■二世レーサーの鳥居塚嶺王（父：鳥居塚孝博）・
　木山大聖（父：木山誠一）

第135期

宮
崎
心
之
介
が
け
ん
引
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決まり手：逃げ 決まり手：逃げ 決まり手：逃げ 決まり手：差し

着順艇番 選手名 支部 タイム 進入 ST

1 ① 惠良　琴美 福岡 1.54.0 1 26

2 ⑥ 高橋　涼夏 群馬 1.55.2 6 17

3 ② 戸田海咲音 山口 1.57.8 2 06

4 ④ 赤松　咲香 徳島 1.59.4 4 23

5 ③ 日隈　　茜 福岡 3 13

6 ⑤ 野田　亜湖 徳島 5 15

着順艇番 選手名 支部 タイム 進入 ST

1 ① 八戸　琉楓 長崎 1.51.9 1 27

2 ② 中村　　楓 三重 1.56.7 2 30

3 ④ 米玉利大悟 兵庫 1.58.8 4 04

4 ⑤ 早川　颯太 東京 1.59.3 5 09

5 ③ 金子　怜央 群馬 3 28

6 ⑥ 山本　凱立 広島 6 14

着順艇番 選手名 支部 タイム 進入 ST

1 ① 岡崎　凪汰 長崎 2.05.3 1 15

2 ② 鈴木結平太 静岡 2.07.2 2 12

3 ⑥ 廣部　大明 滋賀 2.11.0 6 20

4 ③ 石村日奈那 東京 2.13.2 3 04

失 ⑤ 佐野　優都 徳島 5 02

F ④ 塩嶋　泰空 福井 4 +01

着順艇番 選手名 支部 タイム 進入 ST

1 ④ 有山　　望 大阪 1.51.1 4 03

2 ③ 鳥居塚嶺王 群馬 1.53.6 3 10

3 ① 庄島　潤成 山口 1.55.4 1 18

4 ② 赤松　咲香 徳島 1.57.6 2 28

5 ⑤ 上岡　巧汰 広島 5 04

6 ⑥ 出穂　和鼓 山口 6 05

1R　オールレディース戦 2R　ヤングVSシニア対抗戦 3R　全国対抗戦 4R　養成所チャンプシリーズ戦

　
大
阪
支
部
か
ら
の
養
成
所
チ
ャ
ン
プ

は
14
人
目
で
、
１
２
０
期
の
馬
野
燿
以

来
。
原
田
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男
実
技
教
官
は
「
吉
田

一
心
は
後
半
一
気
に
伸
び
ま
し
た
。
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が
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い
子
な
ん
で
す
け
ど
、
乗
艇
姿
勢

が
イ
マ
イ
チ
で
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そ
れ
を
い
じ
っ
た
ら

結
果
が
出
だ
し
て
。
選
手
招
聘
で
指
導

し
た
選
手
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ら
も
、
旋
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が
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い
な

の
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田
と
太
鼓
判
を
押
さ
れ
て
い
ま

し
た
」と
評
価
す
る
。

　
こ
の
１
３
５
期
を
渡
邊
悟
主
任
教
官

に
総
括
し
て
も
ら
っ
た
。「
ハ
ッ
キ
リ

言
っ
て
し
ま
え
ば
、
期
全
体
の
レ
ベ
ル

は
低
い
で
す
。
そ
ん
な
中
、
こ
の
期

を
牽
引
し
た
の
が
宮
崎
心
之
介
で
す
。

元
々
１
３
４
期
で
し
た
が
、
訓
練
中
に

ケ
ガ
を
し
て
１
３
５
期
に
編
入
し
て
き

ま
し
た
。
宮
崎
を
追
い
か
け
て
期
全
体

が
底
上
げ
さ
れ
た
感
が
あ
り
ま
す
」。

　
そ
の
宮
崎
、
１
号
艇
な
が
ら
６
コ
ー

ス
に
出
た
の
は
、
原
田
教
官
と
話
し
合

い
で
決
め
た
こ
と
だ
と
い
う
。「
宮
崎

は
序
盤
か
ら
リ
ー
グ
戦
を
勝
ち
ま
く
り

ま
し
た
。
あ
ま
り
に
勝
つ
の
で
３
戦
目

以
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は
ダ
ッ
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ュ
の
み
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ら
に
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６
コ
ー
ス
の
み
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を
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は
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石
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や
石
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一
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で
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チ
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決
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も
本
人
と
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し
合
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て
、
大
外
か
ら
行
く
こ
と
に
し
た
の
で

す
」。
こ
れ
こ
そ
宮
崎
に
対
す
る
期
待

の
表
れ
。
デ
ビ
ュ
ー
後
の
出
世
は
早
そ

う
だ
。

　
優
出
メ
ン
バ
ー
以
外
で
両
教
官
が
イ

チ
押
し
す
る
の
は
佐
野
優
都
（
徳
島
）。

「
独
自
の
発
想
と
い
う
か
、
ひ
ら
め
き

が
あ
る
。
元
選
手
の
目
線
で
言
う
と
、

こ
う
い
う
子
が
将
来
稼
ぐ
の
か
な
と
。
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い
先
輩
と
出
会
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て
、
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ち
り
自

分（
体
重
）を
管
理
で
き
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ば
、
も
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か

し
た
ら
一
番
化
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
」と
原
田
教
官
。

　
１
３
５
期
生
29
人（
う
ち
女
子
９
人
）

は
11
月
に
全
国
各
地
で
デ
ビ
ュ
ー
す

る
。
彼
ら
が
今
後
ど
の
よ
う
な
成
長
を

見
せ
て
く
れ
る
か
楽
し
み
だ
。

■元選手の原田富士男実技教官

■教官イチ押しの佐野優都

■女子は9人。年長組の教官評価が高い ■高橋涼夏と恵良琴美

■金子猛志・怜央親子。表情がソックリ！■二世レーサーの鳥居塚嶺王（父：鳥居塚孝博）・
　木山大聖（父：木山誠一）
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デビュー戦

訓練には真面目に取り組んでいたが、今一つ理解力に乏しく、最年長ながらまと
め役となり切れなかった。操縦においても乗艇姿勢、マークとの距離感など基
本的な部分に課題が多くリーグ戦成績は下位。修了後も大いに練習に励むこと。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
3.67 15.38 32.69 0 0 0.34 0.04

　5363　山
ヤマモト

本　凱
カイリ

立　　広島
H11.11.6 広島工業大学　卒業 宮島 11/5～10デビュー戦

理解力に乏しいところがあり、突拍子もない行動を見せることもあったが、ボー
ト修理の腕前は秀逸で、他の訓練生が破損させたボートの修理も積極的に手伝
っていた。その器用さをもっともっと操縦に生かせるよう、練習に励んでほしい。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
3.79 21.15 32.69 0 0 0.35 0.04

　5371　早
ハヤカワ

川　颯
ソウタ

太　　東京
H14.7.24 長野県立北部高等学校 卒業 平和島 11/16～21

デビュー戦

１３４期からの編入となったが、その経験を陸の上でも水の上でも他の訓練生に
しっかりと教え込んでいた。リーグ戦で早い時期にアウトからのレースにこだわ
り高勝率を残したのは立派。今後もアウトからの攻めを磨き、活躍を期待したい。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
8.37 75.81 85.48 5 3 0.19 0.26

◎5368　宮
ミヤザキ

崎　心
シンノスケ

之介　埼玉
H14.3.11 青山学院大学　休学 戸田 11/1～4

デビュー戦

陸の上では積極的に小隊の仕事を行い、教官や同期に対しての気配りもよく
できている。しかし優しすぎてレースでも一歩引いてしまう場面が多々見ら
れた。陸の上での姿勢はそのままに、水の上ではもっと積極性を出してほしい。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
3.93 18.52 35.19 0 0 0.32 0.00

　5364　金
カネ コ

子　怜
レ オ

央　　群馬
H11.12.7 桐生工業高等学校 卒業 桐生 11/16～20デビュー戦

踏み込んだスピードのある旋回を意識していたが、リーグ戦では今一つ思い切り
がなく、伸び悩んでしまった。人当たりがよく、周りも見えていて同期へもア
ドバイスをしていた。練習の成果を生かせるように、自信をもって臨んでほしい。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
5.57 31.03 58.62 2 0 0.29 0.28

　5372　上
ウエオカ

岡　巧
コウタ

汰　　広島
H14.9.26 神戸学院大学　休学 宮島 11/5～10

デビュー戦

身体能力が高く、訓練初期は小隊をリードする存在であり、前期優秀養成員とな
ったが、後期は伸び悩み、リーグ戦成績も中堅下位に。色々と工夫を凝らし、チ
ャレンジする姿勢は見えるので、自分の武器を磨き、現状の打破に励んでほしい。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
4.51 32.65 38.78 0 0 0.31 0.45

　5369　岡
オカザキ

崎　凪
ナギタ

汰　　長崎
H14.3.12 杵築高等学校　卒業 大村 11/15～18

デビュー戦

ピットでは積極的に動き回り訓練を回していた。初めての碧南現地訓練では小隊
長もしっかり勤め上げ、無事完遂させた。水面では旋回、隊形判断ともまだまだ
でリーグ戦では事故点もかさんでしまった。修了後も地道に練習を重ねてほしい。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
4.06 22.64 39.62 0 0 0.38 0.62

　5365　石
イシムラ

村　日
ヒ ナ ナ

奈那　東京
H13.7.7 学習院女子大学 休学 多摩川 11/22～27デビュー戦

握りっぷりがよく、男子に負けないスピードのあるレースも多かった。大事な場
面で不用意なミスで着順を落とすこともあったので、落ち着いてレースに臨んで
ほしい。負けん気が強く考え方もしっかりしており、今後の成長に期待が持てる。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
6.33 43.86 68.42 2 0 0.29 0.28

　5373　諏
ス ワ

訪　玲
レイナ

奈　　岡山
H14.10.23 玉野光南高等学校 卒業 児島 11/1～5

デビュー戦

元養護教諭だけあり、同期の相談に乗ったりと良きお姉さんであった。水ではタ
ーンマークを外す場面が目立ち、道中で着を落とすことが多かった。まずはどん
な状況でもターンマークをしっかり回れるよう、基本的な旋回を磨いてほしい。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
4.43 13.21 41.51 0 0 0.33 0.42

　5370　日
ヒグ マ

隈　茜
アカネ

　　　福岡
H14.3.14 九州女子短期大学 卒業 福岡 11/19～24

デビュー戦

リーグ戦の開始早々の怪我によりリーグ戦の大半を欠場してしまい、実戦経験
を積む機会を失ってしまった。事故の怖さや怪我が及ぼす影響を身に染みて理
解したと思うので、落水厳禁の意識で怪我のない選手生活を全うしてほしい。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
3.43 17.86 25.00 0 0 0.29 0.93

　5366　塩
シオジマ

嶋　泰
ヤスヒロ

空　　福井
H13.8.28 金沢市立工業高等学校 卒業 三国 11/11～15デビュー戦

意欲的に訓練に取り組み、リーダーシップもあり同期からの信頼も厚い。操縦
の技量も高く訓練をリードした存在の一人。リーグ戦においても事故も少なく、
安定したレースをしていた。外からのレースを磨き、さらに成長を期待したい。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
6.39 45.76 61.02 2 0 0.26 0.07

　5374　木
キヤ マ

山　大
タイセイ

聖　　岡山
H15.4.1 総社高等学校　卒業 児島 11/1～5

デビュー戦

元看護師の経験もあり、訓練生のサポートを率先して行っていた。リーグ戦序盤
までは中堅程度の成績であったが、徐々に握りっぷりが良くなりリーグ戦後半
には大きな成長を見せた。今後もその握りっぷりに磨きをかけていってほしい。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
6.23 45.61 57.89 2 0 0.28 0.04

　5367　赤
アカマツ

松　咲
サヤカ

香　　徳島
H14.2.14 高知東高等学校 卒業 鳴門 11/18～22デビュー戦

何をするにも真面目な性格であり、実直に訓練に取り組み着実に技量を上げてき
た。良く声を出して動き回り、他の訓練生からも慕われている。リーグ戦勝率こ
そ６点を超えているが、基本旋回は改善の余地が大きい。より一層の成長を期待。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
6.26 47.54 63.93 4 1 0.26 0.03

　5375　庄
ショウジマ

島　潤
ジュンセイ

成　　山口
H16.1.26 下関商業高等学校 卒業 下関 11/27～30

※各選手コメントは教官評 ※◎はB1級あっせん者
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デビュー戦

マークを外さずに小回りすることでリーグ戦では中間着を取ることが多かったが、
握った旋回ができずターンスピードが乏しかった。テビュー後を見据えたらターン
スピードの強化は必須であるので、握ることを意識して練習し続けてほしい。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
4.09 18.52 33.33 0 0 0.39 0.22

　5387　戸
ト ダ

田　海
ミ サ ト

咲音　山口
H18.4.22 聖光高等学校　休学 徳山 11/13～18 デビュー戦

リーグ戦序盤から事故点がかさみ、思い切ったレースができていなかった。高事
故率でも安易にさらに事故点をつけてしまう場面もあったので、事故点の重みを
心に刻み、出場するレースは無事故完走することが絶対であると意識してほしい。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
4.33 25.93 42.59 0 0 0.31 1.06

　5379　廣
ヒロ ベ

部　大
タイメイ

明　　滋賀
H16.5.25 長浜北高等学校 卒業 びわこ 11/25～28

デビュー戦

初期から低迷しており、工夫を凝らして練習を重ねることで１小隊に上がる際に
は浮上の兆しも見せたが、今一つ伸びきれなかった。人懐っこい笑顔で空気を和
ませる存在。良い人間関係を築き、試行錯誤を繰り返しながら練習を続けてほしい。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
4.81 25.86 41.38 1 0 0.32 0.00

　5384　八
ヤ エ

戸　琉
リフウ

楓　　長崎
H16.12.29 佐賀農業高等学校 卒業 大村 11/15～18 デビュー戦

旋回力、スタートカとも高く、リーグ戦全戦で優出と安定感もあり、操縦訓練を
リードする存在であったが、陸の上では少々静かなタイプ。操縦技量は高く、理
解力もあるので、物事により積極的に取り組み、さらなる成長を目指してほしい。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
7.33 57.81 76.56 6 1 0.26 0.16

◎5376　吉
ヨシ ダ

田　一
イッシン

心　　大阪
H16.3.25 関西大学　休学 住之江 11/16～22

デビュー戦

生活面で自分を甘やかしてしまうことが多く、それが成長の妨げとなって
しまうことが多かった。積極的に声出しや陸の上の仕事を行うなど自己改
革をしようとしている意識は見えるが、もっと精神的に成熟してほしい。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
5.00 31.03 48.28 0 0 0.30 1.03

　5388　佐
サ ノ

野　優
ユウト

都　　徳島
H18.9.6 高知工業高等学校 中退 鳴門 11/26～29 デビュー戦

課業外で少々場をわきまえない言葉遣いがあったが、課業においては積極的に声
を出して動き回っていた。良く言えばオンとオフの切り替えがしっかりできてい
るが、より良い人間関係を築くために、「礼と節」の精神を常に忘れないように。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
4.84 28.57 44.64 1 0 0.34 0.07

　5380　野
ノ ダ

田　亜
ア コ

湖　　徳島
H16.8.4 鳴門高等学校　卒業 鳴門 11/18～22

デビュー戦

操縦技量は全体的に高く、リーグ戦勝率も上位ではあったが、優出回数1回と
いう数字が示す通り、準優勝戦などここ一番で勝ち切れなかった。訓練や仕事
はそつなくこなしていたが、さらに覇気を出し、ここぞの精神力も磨いてほしい。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
6.71 50.00 74.14 1 0 0.25 0.07

◎5385　鈴
スズ キ

木　柊
シュウスケ

介　　静岡
H17.1.9 浜松城北工業高等学校 卒業 浜名湖 11/16～20 デビュー戦

訓練初期から理解力が高く、そつなくこなし前期優秀養成員となったが、訓練後
半では今一つ伸び悩んでしまった。訓練への取り組みは真摯であり、他の訓練生
への模範ともなっていたので、その努力を継続すれば大きく成長できるだろう。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
6.22 45.76 64.41 3 0 0.28 0.17

　5377　鳥
トリイヅカ

居塚　嶺
ネ オ

王　群馬
H16.4.2 前橋工業高等学校 中退 桐生 11/16～20

デビュー戦

小柄で体重も軽く、良いモーターを引いたときはにその性能を引き出し好成績を
残せたが、ボートを抑えきれないところも目立った。増量に苦労していたので、
修了後も体作りに励んで、ボートをコントロールできる体力を身に付けてほしい。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
4.73 30.91 45.45 0 0 0.33 0.33

　5389　惠
エ ラ

良　琴
コトミ

美　　福岡
H19.5.2 筑紫中央高等学校 中退 福岡 11/19～24 デビュー戦

今一つおとなしいところがあるが、何事も器用にそつなくこなし、操縦では握
って回る場面も増えてきた。小隊長をしていても号令含め声の小ささが気にな
るところがある。積極性と声を出して、自分の存在をアピールしていってほしい。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
6.05 38.98 55.93 2 1 0.23 0.24

　5381　有
アリヤマ

山　望
ノゾム

　　　大阪
H16.9.24 国際高等学校　卒業 住之江 11/16～22

デビュー戦

操縦、整備とも不器用で、年間を通して成績下位となってしまった。訓練に
対しては実直に取り組んでいたので、地道な努力を継続すること。体調不良
での欠席が多く、練習の機会を逃していたので、体調管理を徹底すること。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
3.88 23.26 32.56 0 0 0.29 0.09

　5386　米
ヨネタマリ

玉利　大
ダイゴ

悟　兵庫
H18.1.28 尼崎双星高等学校 中退 尼崎 11/19～24 デビュー戦

全般的に物事の理解力が今一つで、操縦技量も下位に甘んじていた。陸の上では
愛嬌のある表情、性格で同期を和ませるムードメーカ一的な存在。その人当たり
の良さを生かして関係者や先輩選手と良い関係を築き、成長していってほしい。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
4.49 22.64 39.62 0 0 0.33 0.15

　5378　鈴
スズ キ

木　結
キッペイタ

平太　静岡
H16.5.9 オイスカ浜松国際高等学校 卒業 浜名湖 11/16～20

デビュー戦

年少ではあるが、気持ちが強く、考え方や対人関係もその年齢以上にしっかり
している印象。旋回スピードは徐々についてきたが、道中の位置取りや判断ミ
スで着を落とすことが多かったので、実戦経験を積んで上達に努めてほしい。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
4.81 22.64 43.40 0 0 0.31 0.04

　5390　高
タカハシ

橋　涼
スズカ

夏　　群馬
H19.8.12 前橋商業高等学校 休学 桐生 11/7～12 デビュー戦

芦屋現地訓練では、小隊長として小隊の動きや課業準備を日々反省、改善させて
いき、訓練成功に導いていった。旋回も徐々にスピードがついてきて、リーグ
戦は上位で終えた。水陸ともにもっと視野が広がればさらに成長できるだろう。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
6.40 46.67 75.00 3 0 0.25 0.25

　5382　山
ヤマシタ

下　心
シンイチ

一　　福岡
H16.10.6 東福岡高等学校 卒業 芦屋 11/16～20

デビュー戦

女子の中ではよく握っており、ターンスピードもあった。体格が大きく減量に
苦労したが、体重管理ができるようになれば大きく成長できるだろう。言動や
考え方に幼いところも多く見受けられたので、精神的な成長にも期待したい。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
5.56 37.78 53.33 1 0 0.29 0.04

　5391　出
イズ ホ

穂　和
ワ コ

鼓　　山口
H19.12.29 大和中学校　卒業 徳山 11/13～18 デビュー戦

操縦技量はあるのだが、生活面では軽はずみな行動が目立ち、水の上では不用意
なスタート事故もあり、課業や訓練に対する姿勢が軽薄に感じられる場面あった。
プロのレーサーになるという事実に向き合い、自覚を持った行動をしてほしい。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
4.97 29.73 45.95 1 0 0.34 0.54

　5383　中
ナカムラ

村　楓
カエデ

　　　三重
H16.10.27 名古屋医健スポーツ専門学校 中退 津 11/11～16
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デビュー戦

マークを外さずに小回りすることでリーグ戦では中間着を取ることが多かったが、
握った旋回ができずターンスピードが乏しかった。テビュー後を見据えたらターン
スピードの強化は必須であるので、握ることを意識して練習し続けてほしい。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
4.09 18.52 33.33 0 0 0.39 0.22

　5387　戸
ト ダ

田　海
ミ サ ト

咲音　山口
H18.4.22 聖光高等学校　休学 徳山 11/13～18 デビュー戦

リーグ戦序盤から事故点がかさみ、思い切ったレースができていなかった。高事
故率でも安易にさらに事故点をつけてしまう場面もあったので、事故点の重みを
心に刻み、出場するレースは無事故完走することが絶対であると意識してほしい。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
4.33 25.93 42.59 0 0 0.31 1.06

　5379　廣
ヒロ ベ

部　大
タイメイ

明　　滋賀
H16.5.25 長浜北高等学校 卒業 びわこ 11/25～28

デビュー戦

初期から低迷しており、工夫を凝らして練習を重ねることで１小隊に上がる際に
は浮上の兆しも見せたが、今一つ伸びきれなかった。人懐っこい笑顔で空気を和
ませる存在。良い人間関係を築き、試行錯誤を繰り返しながら練習を続けてほしい。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
4.81 25.86 41.38 1 0 0.32 0.00

　5384　八
ヤ エ

戸　琉
リフウ

楓　　長崎
H16.12.29 佐賀農業高等学校 卒業 大村 11/15～18 デビュー戦

旋回力、スタートカとも高く、リーグ戦全戦で優出と安定感もあり、操縦訓練を
リードする存在であったが、陸の上では少々静かなタイプ。操縦技量は高く、理
解力もあるので、物事により積極的に取り組み、さらなる成長を目指してほしい。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
7.33 57.81 76.56 6 1 0.26 0.16

◎5376　吉
ヨシ ダ

田　一
イッシン

心　　大阪
H16.3.25 関西大学　休学 住之江 11/16～22

デビュー戦

生活面で自分を甘やかしてしまうことが多く、それが成長の妨げとなって
しまうことが多かった。積極的に声出しや陸の上の仕事を行うなど自己改
革をしようとしている意識は見えるが、もっと精神的に成熟してほしい。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
5.00 31.03 48.28 0 0 0.30 1.03

　5388　佐
サ ノ

野　優
ユウト

都　　徳島
H18.9.6 高知工業高等学校 中退 鳴門 11/26～29 デビュー戦

課業外で少々場をわきまえない言葉遣いがあったが、課業においては積極的に声
を出して動き回っていた。良く言えばオンとオフの切り替えがしっかりできてい
るが、より良い人間関係を築くために、「礼と節」の精神を常に忘れないように。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
4.84 28.57 44.64 1 0 0.34 0.07

　5380　野
ノ ダ

田　亜
ア コ

湖　　徳島
H16.8.4 鳴門高等学校　卒業 鳴門 11/18～22

デビュー戦

操縦技量は全体的に高く、リーグ戦勝率も上位ではあったが、優出回数1回と
いう数字が示す通り、準優勝戦などここ一番で勝ち切れなかった。訓練や仕事
はそつなくこなしていたが、さらに覇気を出し、ここぞの精神力も磨いてほしい。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
6.71 50.00 74.14 1 0 0.25 0.07

◎5385　鈴
スズ キ

木　柊
シュウスケ

介　　静岡
H17.1.9 浜松城北工業高等学校 卒業 浜名湖 11/16～20 デビュー戦

訓練初期から理解力が高く、そつなくこなし前期優秀養成員となったが、訓練後
半では今一つ伸び悩んでしまった。訓練への取り組みは真摯であり、他の訓練生
への模範ともなっていたので、その努力を継続すれば大きく成長できるだろう。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
6.22 45.76 64.41 3 0 0.28 0.17

　5377　鳥
トリイヅカ

居塚　嶺
ネ オ

王　群馬
H16.4.2 前橋工業高等学校 中退 桐生 11/16～20

デビュー戦

小柄で体重も軽く、良いモーターを引いたときはにその性能を引き出し好成績を
残せたが、ボートを抑えきれないところも目立った。増量に苦労していたので、
修了後も体作りに励んで、ボートをコントロールできる体力を身に付けてほしい。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
4.73 30.91 45.45 0 0 0.33 0.33

　5389　惠
エ ラ

良　琴
コトミ

美　　福岡
H19.5.2 筑紫中央高等学校 中退 福岡 11/19～24 デビュー戦

今一つおとなしいところがあるが、何事も器用にそつなくこなし、操縦では握
って回る場面も増えてきた。小隊長をしていても号令含め声の小ささが気にな
るところがある。積極性と声を出して、自分の存在をアピールしていってほしい。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
6.05 38.98 55.93 2 1 0.23 0.24

　5381　有
アリヤマ

山　望
ノゾム

　　　大阪
H16.9.24 国際高等学校　卒業 住之江 11/16～22

デビュー戦

操縦、整備とも不器用で、年間を通して成績下位となってしまった。訓練に
対しては実直に取り組んでいたので、地道な努力を継続すること。体調不良
での欠席が多く、練習の機会を逃していたので、体調管理を徹底すること。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
3.88 23.26 32.56 0 0 0.29 0.09

　5386　米
ヨネタマリ

玉利　大
ダイゴ

悟　兵庫
H18.1.28 尼崎双星高等学校 中退 尼崎 11/19～24 デビュー戦

全般的に物事の理解力が今一つで、操縦技量も下位に甘んじていた。陸の上では
愛嬌のある表情、性格で同期を和ませるムードメーカ一的な存在。その人当たり
の良さを生かして関係者や先輩選手と良い関係を築き、成長していってほしい。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
4.49 22.64 39.62 0 0 0.33 0.15

　5378　鈴
スズ キ

木　結
キッペイタ

平太　静岡
H16.5.9 オイスカ浜松国際高等学校 卒業 浜名湖 11/16～20

デビュー戦

年少ではあるが、気持ちが強く、考え方や対人関係もその年齢以上にしっかり
している印象。旋回スピードは徐々についてきたが、道中の位置取りや判断ミ
スで着を落とすことが多かったので、実戦経験を積んで上達に努めてほしい。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
4.81 22.64 43.40 0 0 0.31 0.04

　5390　高
タカハシ

橋　涼
スズカ

夏　　群馬
H19.8.12 前橋商業高等学校 休学 桐生 11/7～12 デビュー戦

芦屋現地訓練では、小隊長として小隊の動きや課業準備を日々反省、改善させて
いき、訓練成功に導いていった。旋回も徐々にスピードがついてきて、リーグ
戦は上位で終えた。水陸ともにもっと視野が広がればさらに成長できるだろう。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
6.40 46.67 75.00 3 0 0.25 0.25

　5382　山
ヤマシタ

下　心
シンイチ

一　　福岡
H16.10.6 東福岡高等学校 卒業 芦屋 11/16～20

デビュー戦

女子の中ではよく握っており、ターンスピードもあった。体格が大きく減量に
苦労したが、体重管理ができるようになれば大きく成長できるだろう。言動や
考え方に幼いところも多く見受けられたので、精神的な成長にも期待したい。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
5.56 37.78 53.33 1 0 0.29 0.04

　5391　出
イズ ホ

穂　和
ワ コ

鼓　　山口
H19.12.29 大和中学校　卒業 徳山 11/13～18 デビュー戦

操縦技量はあるのだが、生活面では軽はずみな行動が目立ち、水の上では不用意
なスタート事故もあり、課業や訓練に対する姿勢が軽薄に感じられる場面あった。
プロのレーサーになるという事実に向き合い、自覚を持った行動をしてほしい。

勝率 ２連対率 ３連対率 優出 優勝 ST 事故率
4.97 29.73 45.95 1 0 0.34 0.54

　5383　中
ナカムラ

村　楓
カエデ

　　　三重
H16.10.27 名古屋医健スポーツ専門学校 中退 津 11/11～16
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